
根来鉄男さん 
１９２５（大正１４）年８月１８日生まれ 

陸軍  

第５９師団独立歩兵第４１大隊、関東軍第２ 

下士官候補者隊（石頭幹部候補生隊） 

満州、イズベストコーワヤ 

●１９４４（昭和１９）年１２月１日 現役入隊 

・商業学校から東洋大専門部・倫理国漢科に進学して、専門部の２年生、１９才で兵役検査を受け甲種合格した。 

●１９４４（昭和１９）年１２月１２日 博多港より出帆、 釜山を経て済南へ 

・船員は「今日は海が荒れていて良かった。君たちの前に行った船は潜水艦にやられてるんだよ」と言った。 

●第５９師団独立歩兵第４１大隊歩兵砲中隊に 

・歩兵砲は砲の手入れと馬の手入れ。牽引する馬の世話が大変だった。 

●１９４５（昭和２０）年３月１０日 東京大空襲で母が亡くなる 

・３月１０日は陸軍記念日で訓練はお休みでお祭り。鯛ではないが尾頭付き。中盒の中に 8 分目ほど日本酒が出た。

その晩と次の日と２日続けて母の夢を見た。母は東京大空襲で弟を残して近所の人と逃げて明治座に入ったらしい。

明治座に入った人は地下室で扉が開かなくなり蒸し焼きになった。 

・内務班係の准尉に士官室に呼ばれ、叔父からの手紙を読み上げ、母が死んだと思われる事を告げられた。 

●１９４５（昭和２０）年４月１０日 保定の幹部候補生の教育隊に入る、その後５９師団は全員満州に転属 

●１９４５（昭和２０）年６月２６日 第２下士官候補者隊（石頭幹部候補生隊）に入る 

●１９４５（昭和２０）年８月９日 ソ連侵攻 

・幹部候補生隊は牡丹江近くの石頭にいて、８月１０日昼に非常呼集がかかり、完全軍装。番号をかけて奇数だっ

た第一陣が夜出発。私は偶数で１１日の夜出発した。 

・資料ではソ連軍 5000 両の戦車が押し寄せて来る。ソ連の戦車は連隊砲の倍の口径の砲を持っており、第一陣の

連隊砲は１発撃ったけど場所が分かり破壊されて、周りの兵員は殆ど戦死したと聞く。 

・第２陣の私たちは東京城方面の一文字山に陣地を作った。弾薬箱を持っているけれど弾が一発も入っていない。

弾が来るのを、蛸壺をエンピ（シャベル）は持っていないので鉄兜や帯剣で掘りながら待っていた。 

・夜命令で、砲を引っ張って山を下る。その晩は土砂降りの雨の中をどこに向かっているかは分からないが一生懸

命動く。将校が馬に乗ってきて、ソ連がすぐ後ろに来ているから隠れろと、山の中に入って後退した。 

・また磨刀石（まとうせき）でソ連戦車隊と幹部候補生教育隊の 1 個大隊が戦った。黄色爆薬を取り寄せてそれに手

榴弾を装着。戦車の下に飛び込む。戦車を擱座させたと聞いている。磨刀石では 344 名が戦死した。 

●１９４５（昭和２０）年８月２０日 敗戦を知る、 ２１日 武装解除 

・連隊長の伊藤少佐が「戦争は終わった。若い者は帰って復興に努力せよ。死んではならんぞ」と訓示した。帰国す

る意思を保つのに、大変役に立った。 

●牡丹江、愛河を経て貨車でシベリアに送られる 

・1000 名ずつの部隊に分けられ、もう一度牡丹江まで何日も歩かされた。 

・最後の身体検査。殆どが幹部候補生で、このままこの元気な部隊に入ると、仲間についていけないと思っていた。

虱で体中をかいてかさぶただらけだったのもあり、3 種に入れられた。発疹チフスの初期と思われたふしもある。 

●１９４５年１１月２５日 ソ連イズベストコーワヤ１０２収容所に入所 

・木材伐採、石切り、貨車積み、まき割り、鉄道敷設。 

・カビのはえたようなトウモロコシの粒を片手いっぱいにのせてくれる。銀色にピカピカに光ったニシンを１匹ずつ。

砂糖を小指の１番上の半分ぐらい。黒パン。これが 1 日の食糧。 

・飯盒にトウモロコシとニシンを入れて煮る。薪はいたるところにあるが、水が無い。積もった雪を溶かすが綺麗な雪

が段々なくなる。二重金網の間の雪がまっさらで、それを採取しようと潜り込んだのか手を伸ばしたのか、望楼の監

視兵に狙撃されて 1 発頭を撃ち抜かれて亡くなった人がいた。 

・半年位で風邪をひいた。熱が出ると休ませる。日本の軍医に熱が出て、胸が痛いと嘘を言った。軍医はつくづく私

を見て脊髄カリエスと病名をつけた。翌日熱が下がっている。軍医が折角送ってくれたので頑張ったら入院になった 

・開拓団の１０代の兵隊が入って来た。黒パンを貰ったけど食わない。隣の兵隊にくれている。おかしいなと思ったら

翌朝冷たくなっている。物置小屋に入れられ、死体は骨と皮で、カチンカチンに凍っていて、足を持つと持ちあがる。

使役に出て 3 人に 1 人で穴を掘る。金棒で掘るが１ｍぐらい凍っていて穴が掘れない。 

・きのこ採取の作業で真っ赤な立派なきのこを見つけ、隠し持って来て朝食のスープに入れた。猛烈な下痢におそ

われ、身体が起き上がらない。ちょうどそのときに身体検査があり、病人として帰国部隊に入れてもらう事が出来た 

●１９４７（昭和２２）年９月２３日 復員                         （収録日：２００９年１１月１７日） 


